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超巨大地震はどこで発生するか？

東京大学地震研究所 Webより
残念ながら日本は巨大地震から逃れることはできそうにない

1977～2010年までのマグニチュード5以上の地震を世界地図上にプロット
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東日本大震災発生時の通信ネットワーク被害とその影響

東日本大震災 巨大地震、大津波、原発事故

 携帯電話網基地局 合計29,000局が停止
 通信トラフィック 通常の50～60倍

キャリア各社： 最大70～95%の通話制限
有線網の寸断、津波被害地では通信インフラ全滅

 避難者数 約34万人 (2012.5.10時点)

 政府・自治体、医療機関、被災地のインフラ設備関係に影響。通信回
線がブラックアウトにより機能せず。被害状況把握に致命的な遅れ

 被災住民の安否確認情報や、生活物資情報等の伝達に大きな支障
が発生

 被災地での医師不足・病院被災により避難者の健康状態が悪化
（特に高齢者、健康ハイリスク住民など）

住民の生活に重大な支障

情報通信ネットワークは安全で安心
できる生活の重要なインフラ

災害時に頼りになる情報通信イ
ンフラの実現が急務
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災害時に安否確認等の音声通話が爆発的に発生した場
合に、音声以外の通信処理能力や被災地以外の通信設
備を集中的に活用し、音声通話の利用の維持を図るため
の通信技術等を確立

災害に強い情報通信技術の実現

① 災害時に発生する携帯電話の輻輳（混雑）を
軽減する技術の研究開発

●試験・検証・評価を行うための設備（テストベッド）をＮＩＣＴが東北大学において整備
- 光通信ネットワークテストベッド
- ワイヤレスネットワークテストベッド
- 情報配信基盤テストベッド

●テストベッドを活用した研究開発

③ 研究開発拠点の整備及び研究開発

通信インフラが災害で損壊した場合でも、自治体や公共
施設等のインターネット通信等を自律的に確保するため
の無線通信技術等を確立

総務省

ＮＩＣＴ

② 災害で損壊した通信インフラが自律的に機能を
復旧する技術の研究開発

H23 情報通信ネットワークの耐災害性強化のための研究開発

H24~ 災害時の確実な情報伝達を実現するための技術に関する研究開発

総務省、ＮＩＣＴ、東北大学及び総
務省受託企業から構成される
「耐災害ICT研究協議会」を設立
（H24.5）

総務省委託研究：３課題 総務省委託研究：７課題

民間企業 大学 民間企業 大学

総務省、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）、民間企業、東北大学を
はじめとする研究機関からなる産学官連携プロジェクトにより開発
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総務省直轄委託事業の一覧

研究開発課題
受託企業

（代表研究機関）

①災害時に発生する携帯電話の輻輳（混雑）を軽減する技術の研究開発

大規模災害時における移動通信ネットワーク動的
制御技術の研究開発

NTTドコモ

大規模災害時における通信ネットワークに適用可
能なリソースユニット構築・再構成技術の研究開
発

ＮＴＴ

大規模災害においても通信を確保する耐災害ネッ
トワーク管理制御技術の研究開発

KDDI研究所

②災害で損壊した通信インフラが自律的に機能を復旧する技術の研究開発

災害に強いネットワークを実現するための技術の
研究開発

東北大学

災害時に簡易な操作で設置が可能な小型地球局
（VSAT）の研究開発

スカパーJSAT

災害情報を迅速に伝達するための放送・通信連携
基盤技術の研究開発

ＮＨＫ

災害情報を高圧縮・低遅延で伝送する技術の研
究開発

三菱電機

災害時におけるケーブルテレビ応急復旧システム
（可搬型緊急用ヘッドエンド設備）の研究開発

ＤＸアンテナ

災害時におけるケーブルテレビ応急復旧システム
（幹線応急復旧用無線伝送装置）の研究開発

京セラコミュニケー
ションシステム

多様な通信・放送手段を連携させた多層的な災害
情報伝達システムの研究開発

NTTデータ

研究開発課題
受託企業

（代表研究機関）

①災害時に発生する携帯電話の輻輳（混雑）を軽減する技術の研究開発

大規模通信混雑時に被災地の通信能力を緊急増
強する技術の研究開発

NTTドコモ

被災地への緊急運搬及び複数接続運用が可能な
移動式ＩＣＴユニットに関する研究開発

ＮＴＴ

災害時避難所等における局所的同報配信技術の
研究開発

ＮＥＣ

②災害で損壊した通信インフラが自律的に機能を復旧する技術の研究開発

災害に有効な衛星通信ネットワークの研究開発 東北大学

情報通信ネットワークの耐災害性強化のための研究開発 災害時の情報伝達基盤技術の研究開発
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早期復旧

大規模災害が発生した際の課題について、実際に被害に
あった自治体にヒアリングを実施し、４つの段階で整理

避難誘導

安否確認

情報提供

災害発生

課題の整理

避難に必要な情報を住民が入手できなかった

電話や防災無線が通じず、連絡が取れない

電話網の復旧に時間がかかった

避難所で適切な情報提供ができなかった

（課題） （問題点）
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自治体への災害情報を迅速かつ確実に様々な手段で
住民へ送り届けるシステムの研究開発（ＮＴＴデータ 他）

避難誘導
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災害時における電話の混雑を回避して、音声通信や
メールをつながりやすくする研究開発（ＮＴＴｄｏｃｏｍｏ 他）

安否確認
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光統合ノード装置

光統合ノード装置
・通常時には、ユーザの利用シーンに合わせて、

高速かつ安価なサービス（パケット）と遅延や
データ損失のない高品質なサービス（パス）を、
共通の光ネットワーク基盤上で提供。

・ 非常時には、パケット/パスを適時組み換え可
能な基盤技術を実証

ロバスト光統合ネットワーク

災害時に発生する輻輳を軽減するための
光通信ネットワーク基盤の研究（ＮＩＣＴ）
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簡易に衛星回線を利用できる技術の研究開発
（スカパーＪＳＡＴ 他）

早期復旧
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災害時に使用する可搬型電話局設備の研究開発
（ＮＴＴ 他）

早期復旧
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災害に強いワイヤレスネットワーク基盤の研究開発
（ＮＩＣＴ）

自治体様や防災機関様の利用を想定した、通信衛星や小型無人飛行機中継局等を
利活用した耐災害ワイヤレスメッシュネットワーク実験設備を構築(東北大学内)

早期復旧
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避難所などの通信混雑環境で、スマートフォン等を使った情報共有を実現避難所などの通信混雑環境で、スマートフォン等を使った情報共有を実現

可搬型DTN
アクセスポイント

避難所

（避難所据付）
固定型DTN

アクセスポイント

利用者端末

DTN:Delay/Disruption-Tolerant Network
（切断耐性ネットワーク）

DTN技術により、アクセスポイント
あたり５００台の無線LAN端末を
収容可能

発災後、通信インフラの
無い避難所等へ持ち込
み、臨時アクセスポイント
を迅速に開設

携帯電話等の充電ポイント
としても活用可能避難所等で重要な生活情報

（物資配給情報）、安否確認
情報等の配信

避難所等において確実に情報共有ができる技術の
研究開発（ＮＥＣ 他）

情報提供

13



National Institute of Information and Communications Technology

災害時に適切かつ迅速な状況把握を支援する情報
配信基盤の研究開発（ＮＩＣＴ）
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情報提供

14



National Institute of Information and Communications Technology

まとめ

・大規模災害に備えたICT研究開発の背景と産官学連携による研究
開発の状況

 大規模災害への備えとしての「途切れにくい」、「繋がりやすい」
ICT技術の準備はできつつある

・ 「耐災害ＩＣＴ研究協議会」による地域防災
モデルの作成、標準化や広報活動などを
推進

実用化に向けた取り組み

APT/ASTAP21災害関係
ワークショップ(2013年3月)

耐災害ICT研究シンポジウム

・災害に強いICT研究開発の成果発表を行います
・ 2014年3月3日宮城県仙台市開催を予定（詳細は後日NICTホームページでご案内）
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